
大
口
町
の
文
化
財

　　

私
た
ち
の
祖
先
が
長
い
歴
史
の
中
で
生

み
出
し
、
育
ま
れ
、
今
日
ま
で
守
り
伝
え

ら
れ
て
き
た
貴
重
な
財
産
が
文
化
財
で
す
。

現
在
大
口
町
に
は
国
指
定
1
件
、
県
指
定

4
件
、
町
指
定
46
件
の
文
化
財
が
あ
り
ま

す
。

　

文
化
財
は
有
形
文
化
財
、
無
形
文
化
財
、

民
俗
文
化
財
、
記
念
物
、
文
化
的
景
観
、

伝
統
的
建
造
物
群
と
６
種
類
に
分
け
ら
れ
、

こ
れ
ら
の
中
で
重
要
な
も
の
を
国
、
都
道

府
県
、
市
町
村
が
指
定
登
録
す
る
こ
と
に

よ
り
保
護
し
ま
す
。
国
が
指
定
し
た
重
要

文
化
財
の
う
ち
、
世
界
文
化
の
見
地
か
ら

価
値
が
高
く
、
類
の
な
い
国
民
の
宝
で
あ

る
も
の
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
27
年
7
月
8
日
、
大
口
町
と
姉
妹

都
市
で
も
あ
る
、
島
根
県
松
江
市
の
松
江

城
天
守
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

堀
尾
跡
公
園
と
小
口
城
址
公
園

　　

松
江
城
を
築
城
し
、「
松
江
開
府
の
祖
」
と

さ
れ
る
大
名
・
堀
尾
吉
晴
公
生
誕
の
地
が
大

口
町
と
い
う
縁
で
、
松
江
城
天
守
が
国
宝
に

指
定
さ
れ
た
翌
月
の
８
月
29
日
に
、大
口
町
と

松
江
市
は
姉
妹
都
市
提
携
を
結
び
ま
し
た
。

　

堀
尾
吉
晴
公
の
生
誕
の
地
は
大
口
町
南
部
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東
日
本
大
震
災

発
生
か
ら
７
年

東
日
本
大
震
災

発
生
か
ら
７
年

東
日
本
大
震
災

発
生
か
ら
７
年

　

大
口
町
は
、
東
日
本
大
震
災
発
生
後
の
平
成
24
年
４
月
か

ら
、
大
口
町
の
人
口
約
２
万
人
と
規
模
が
ほ
ぼ
同
じ
南
三
陸

町
へ
毎
年
職
員
を
１
名
派
遣
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
特
集
で

は
、
現
在
、
７
人
目
の
派
遣
職
員
と
し
て
南
三
陸
町
役
場
に

勤
務
し
て
い
る
渡
邊
大
介
さ
ん
に
、
７
年
た
っ
た
現
在
の
復

興
の
様
子
を
伺
い
ま
し
た
。

今もなお
かさ上げ工事が
進む南三陸町

今もなお
かさ上げ工事が
進む南三陸町

▲様変わりするまち並み

▲南三陸町役場新庁舎

▲観光スポットの神割崎　
南三陸屈指の景勝地　大きく
割れた岩の間から波が押し寄
せる姿が圧巻です。 

　田束山は５月の上旬には真っ
赤なツツジが山頂付近を彩りま
す。南三陸町の他にも宮城県
には素敵な観光地と美味しい
ものがたくさんあります。

▲

田束山田束山
たつがねさんたつがねさん

温水プール温水プール

大口町歴史民俗資料館
（ほほえみプラザ）
大口町歴史民俗資料館
（ほほえみプラザ）

大口中学校

中央公民館中央公民館
41
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大口町役場大口町役場

桜太朗くん

桜子ちゃん

携帯電話から
バス時刻表が
簡単にアクセス！

アピタアピタ

南小学校

南保育園

堀尾跡公園

桜
塚
古
墳

エドヒガン桜
（諏訪神社）

ヨシヅヤ

まめなし
（天神社）

カネスエカネスエ

大口中学校

バロー
北保育園

大口中保育園大口中保育園

薬
師
如
来
坐
像

（
薬
師
寺
）

山柿
（小口神社）仁所野遺跡

（白山神社）

善光寺塚古墳
徳林寺

織田
街道

北小学校

長松寺

まめなしまめなし

銅造千体地蔵
付　銅造聖徳太子立像 1躯
銅造千体地蔵
付　銅造聖徳太子立像 1躯

天神社天神社

徳林寺 山門徳林寺 山門中門中門

小口城址公園

歴
史
と
自
然
が
共
存
す
る
ま
ち

　

皆
さ
ん
は
、
大
口
町
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か
？  

五
条
川
の
桜
並
木
、

の
ど
か
な
田
園
風
景
な
ど
が
あ
り
ま
す
ね
。
他
に
も
わ
が
ま
ち
に
は
語
り
継
が
れ

る
歴
史
、
文
化
が
あ
り
ま
す
。

100年以上前から存在するエド
ヒガン。現在大口町では、この
古来の桜を組織培養し、苗木を
育てる計画が進んでいます。

絶滅危惧種の指定を受
けている希少な植物。
見ごろは4月で6月ご
ろに実をつけます。

高さが2.5mの古墳。古
くから頂上に桜の木があ
ることから桜塚とよばれ
ています。

獅子の形に似た動物の像
で高麗（朝鮮半島）から伝
来したといわれ、魔よけ
の守護神とされています。

中門は、小口城の城主であった織田広近によっ
て建立され、室町時代の様相を残す貴重な文化
財。山門は、犬山城の第一黒門を移築したもの
です。別名・山姥（やまんば）寺。地域に伝わる「山
姥物語」ゆかりの寺です。

高さが3.7mの円墳で頂上
に数本の雑林と石碑があり
ます。

織田広近が小口城築城
後に木ノ下城（犬山市）
を築城。2つの城を往来
したとされる街道です。

エドヒガン桜エドヒガン桜 桜塚古墳桜塚古墳

鋳鉄地蔵菩薩立像
（長松寺）
鋳鉄地蔵菩薩立像
（長松寺）

鋳鉄地蔵菩薩立像鋳鉄地蔵菩薩立像

通称「汗かき地蔵」。作
者は不明ですが、室町
時代に作られたといわ
れています。

陶製狛犬陶製狛犬

余野神社余野神社

県指定文化財県指定文化財 県指定文化財県指定文化財

県指定文化財県指定文化財

大口町歴史民俗資料館大口町歴史民俗資料館

小口神社

老樹ですが、樹勢は旺盛で毎
年多くの実をつけ、重みで枝
が垂れ下がり樹形が優美です。
山柿は本州南半に自生します
が、平野部でこれほどの大樹
になるのは珍しいそうです。

堀尾氏邸宅跡
（八剱社）
堀尾氏邸宅跡
（八剱社）

60
バス

59
バス

57
バス 65

バス

44
バス

43
バス

2
バス

34
バス

25
バス

31
バス

79
バス

1
バス

6060
バス

6565

町内外周24Km

町内五条川
片道徒歩で
約1時間30分

堀尾跡公園  裁断橋堀尾跡公園  裁断橋

境内から白山ふれあいの森の中には、弥生時代から古墳時代ま
での墳墓群が残っています。

白山神社（下小口） 仁所野遺跡仁所野遺跡白山神社（下小口）

木造寄木造で室町時代の作と推定されています。
天正17年（1589）８月21日、吉田弥助によって
修理された銘が記され、明治になって金箔に塗り
替えられました。

木造寄木造で室町時代の作と推定されています。
天正17年（1589）８月21日、吉田弥助によって
修理された銘が記され、明治になって金箔に塗り
替えられました。

昭和29年　五条川堤に桜の木
を植樹する初代町長の社本鋭郎
さん

薬師寺薬師寺
薬師如来坐像薬師如来坐像

金助の母の銘文が刻まれている擬宝珠金助の母の銘文が刻まれている擬宝珠

織田街道 
道標

織田街道 
道標

長禄3年（1459）、織田広近によって
築城。別名、箭筈城（やはずじょう）
とも呼ばれています。10月に大口町
伝統芸能発表会がおこなわれます。

N

八剱社拝殿八剱社拝殿

八剱社八剱社
山柿山柿

初代町長の社本鋭郎さんが、生
みの親といわれる五条川桜並
木。五条川の桜は名所といわれ
るようになり「日本のさくらの
名所百選」に選ばれています。

桜の植樹風景

おちょぼ稲荷故里の宮

小口城址公園

おちょぼ稲荷故里の宮おちょぼ稲荷故里の宮

善光寺塚古墳善光寺塚古墳

五条川五条川

特 集
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の
豊
田
地
区
。
八
剱
社
境
内
に
は
堀
尾
氏
邸

宅
跡
（
町
指
定
文
化
財
）
が
残
っ
て
い
ま
す
。

八
剱
社
の
裏
（
北
側
）
を
流
れ
る
五
条
川
に

は
復
元
さ
れ
た
裁
断
橋
が
か
か
り
、
橋
を
渡

る
と
堀
尾
跡
公
園
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
は
吉

晴
公
の
長
男
と
い
わ
れ
る
金
助
と
そ
の
母

の
「
裁
断
橋
物
語
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
子

を
想
う
母
の
心
を
後
世
に
伝
え
る
歴
史
公

園
。
擬
宝
珠
に
刻
ん
だ
息
子
へ
の
想
い
を
託

し
た
文
章
は
、
日
本
女
性
三
名
文
の
一
つ
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
北
部
の
中
小
口
地
区
に
は
小

口
城
址
が
あ
り
ま
す
。
小
口
城
は
、
室
町

時
代
の
長
禄
三
年
（
１
４
５
９
）
に
織
田

遠
江
守
広
近
が
築
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も

現
在
は
小
口
城
址
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ

て
お
り
、
周
辺
に
は
文
化
財
が
残
っ
て

い
ま
す
。
小
口
城
は
の
ち
に
、
尾
張
統

一
を
目
指
す
織
田
信
長
に
攻
め
ら
れ
一
旦

廃
城
と
な
り
ま
し
た
が
、
天
正
十
二
年

（
１
５
８
４
）
の
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い

時
に
秀
吉
方
の
砦
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
改

修
さ
れ
再
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

織
田
遠
江
守
広
近
は
小
口
城
を
築
城
し

た
10
年
後
の
文
明
元
年
（
１
４
６
９
）
に
、

木
之
下
城
（
犬
山
市
内
）
を
築
城
し
ま
す
。

小
口
城
と
木
之
下
城
を
結
ぶ
道
は
織
田
街

道
（
小
口
街
道
）
と
呼
ば
れ
、
現
在
も
道

標
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災

発
生
か
ら
７
年

東
日
本
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７
年

東
日
本
大
震
災

発
生
か
ら
７
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口
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は
、
東
日
本
大
震
災
発
生
後
の
平
成
24
年
４
月
か

ら
、
大
口
町
の
人
口
約
２
万
人
と
規
模
が
ほ
ぼ
同
じ
南
三
陸

町
へ
毎
年
職
員
を
１
名
派
遣
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
特
集
で

は
、
現
在
、
７
人
目
の
派
遣
職
員
と
し
て
南
三
陸
町
役
場
に

勤
務
し
て
い
る
渡
邊
大
介
さ
ん
に
、
７
年
た
っ
た
現
在
の
復

興
の
様
子
を
伺
い
ま
し
た
。

今もなお
かさ上げ工事が
進む南三陸町

今もなお
かさ上げ工事が
進む南三陸町

▲様変わりするまち並み

▲南三陸町役場新庁舎

▲観光スポットの神割崎　
南三陸屈指の景勝地　大きく
割れた岩の間から波が押し寄
せる姿が圧巻です。 

　田束山は５月の上旬には真っ
赤なツツジが山頂付近を彩りま
す。南三陸町の他にも宮城県
には素敵な観光地と美味しい
ものがたくさんあります。

▲

田束山田束山
たつがねさんたつがねさん
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街道
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歴
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自
然
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共
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す
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ま
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皆
さ
ん
は
、
大
口
町
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か
？  

五
条
川
の
桜
並
木
、

の
ど
か
な
田
園
風
景
な
ど
が
あ
り
ま
す
ね
。
他
に
も
わ
が
ま
ち
に
は
語
り
継
が
れ

る
歴
史
、
文
化
が
あ
り
ま
す
。

100年以上前から存在するエド
ヒガン。現在大口町では、この
古来の桜を組織培養し、苗木を
育てる計画が進んでいます。

絶滅危惧種の指定を受
けている希少な植物。
見ごろは4月で6月ご
ろに実をつけます。

高さが2.5mの古墳。古
くから頂上に桜の木があ
ることから桜塚とよばれ
ています。

獅子の形に似た動物の像
で高麗（朝鮮半島）から伝
来したといわれ、魔よけ
の守護神とされています。

中門は、小口城の城主であった織田広近によっ
て建立され、室町時代の様相を残す貴重な文化
財。山門は、犬山城の第一黒門を移築したもの
です。別名・山姥（やまんば）寺。地域に伝わる「山
姥物語」ゆかりの寺です。

高さが3.7mの円墳で頂上
に数本の雑林と石碑があり
ます。

織田広近が小口城築城
後に木ノ下城（犬山市）
を築城。2つの城を往来
したとされる街道です。
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を植樹する初代町長の社本鋭郎
さん

薬師寺薬師寺
薬師如来坐像薬師如来坐像

金助の母の銘文が刻まれている擬宝珠金助の母の銘文が刻まれている擬宝珠

織田街道 
道標

織田街道 
道標

長禄3年（1459）、織田広近によって
築城。別名、箭筈城（やはずじょう）
とも呼ばれています。10月に大口町
伝統芸能発表会がおこなわれます。

N

八剱社拝殿八剱社拝殿

八剱社八剱社
山柿山柿

初代町長の社本鋭郎さんが、生
みの親といわれる五条川桜並
木。五条川の桜は名所といわれ
るようになり「日本のさくらの
名所百選」に選ばれています。

桜の植樹風景

おちょぼ稲荷故里の宮

小口城址公園

おちょぼ稲荷故里の宮おちょぼ稲荷故里の宮

善光寺塚古墳善光寺塚古墳

五条川五条川
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大
口
町
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る

お
お
ぐ
ち
歴
史
ガ
イ
ド

　

こ
う
し
た
歴
史
と
自
然
が
共
存
す
る
町

の
魅
力
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、平
成
28
年
に「
お
お
ぐ
ち
歴
史
ガ
イ
ド
」

（
現
在
会
員
12
名
）
が
発
足
。
昨
年
の
金
助

桜
ま
つ
り
で
デ
ビ
ュ
ー
し
、
堀
尾
跡
公
園

を
訪
れ
た
方
に
堀
尾
氏
ゆ
か
り
の
地
の
案

内
を
し
ま
し
た
。

　
「
足
を
運
ん
で
歴
史
を
知
る
こ
と
で
、
点

と
点
が
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
線
と
な
り
面

に
広
が
っ
て
い
く
と
、
も
っ
と
歴
史
が
面

白
く
な
っ
て
い
き
ま
す
よ
」
と
ガ
イ
ド
の

奥
出
光
男
さ
ん
。　

　

今
年
の
金
助
桜
ま
つ
り
（
4
月
1
日
豸
）

で
も
堀
尾
氏
ゆ
か
り
の
地
の
ガ
イ
ド
を
務

め
ま
す
。

　

午
前
10
時
か
ら
八
剱
社
で
祭
礼
が
お
こ

な
わ
れ
、
堀
尾
跡
公
園
で
は
、
野
外
ス
テ
ー

ジ
で
、
木
遣
り
や
獅
子
屋
形
の
お
囃
子
、

南
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
和
太
鼓
披
露
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ま
ち
づ
く
り
団
体

の
出
展
や
、
お
お
ぐ
ち
光
燈
路
、
ま
た
、

児
童
公
園
で
は
剣
道
大
会
や
太
極
拳
が
催

さ
れ
、
例
年
た
く
さ
ん
の
方
々
が
訪
れ
祭

り
を
楽
し
み
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
の
所
要
時
間
は
30
分
か
ら
1
時

間
（
ご
希
望
の
方
は
現
地
で
お
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
）。
ご
家
族
や
お
友
だ

ち
と
一
緒
に
お
花
見
を
兼
ね
、
見
過
ご
し

て
い
た
大
口
町
の
歴
史
や
文
化
を
発
見
し

て
く
だ
さ
い
。

取
材
に
て

　

大
口
町
を
見
渡
す
と
、
大
切
に
し
た
い

歴
史
や
文
化
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
秋

祭
り
な
ど
に
欠
か
さ
ず
作
ら
れ
親
戚
を
も

て
な
し
た
、
酢
さ
ば
の
箱
ず
し
な
ど
の
食

文
化
、
地
域
に
残
る
昔
話
や
、
そ
の
土
地

の
特
徴
や
歴
史
を
表
す
地
名
、
伝
統
芸
能

な
ど
。

　
「
最
近
は
核
家
族
化
が
進
み
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
昔
話
を
語

り
継
ぐ
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
か
ら
、「
私
た
ち
の
ま
ち
に
は
何
も
な

い
」
と
い
う
、
郷
土
を
知
ら
な
い
人
が
増

え
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
郷
土
愛
を
深
め

る
こ
と
が
、
や
が
て
自
尊
心
に
つ
な
が
り
、

子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
た
と
き
、『
歴
史
と

自
然
の
ま
ち
大
口
町
』
と
胸
を
張
っ
て
言

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ガ
イ
ド

を
通
し
て
郷
土
の
魅
力
を
伝
え
る
と
い
う

こ
と
は
大
切
な
役
目
だ
と
思
い
ま
す
」
と
、

お
お
ぐ
ち
歴
史
ガ
イ
ド
会
長
の
大
森
英
男

さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

先
人
た
ち
に
よ
っ
て
守
り
伝
え
ら
れ
て

き
た
数
々
の
文
化
。
そ
れ
は
地
域
住
民
の

心
を
一
つ
に
し
て
「
絆
」
を
生
む
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
人
と
人
の
つ
な
が
り
が

希
薄
化
し
て
い
る
今
、
先
人
た
ち
か
ら
受

け
継
い
だ
文
化
を
見
つ
め
直
し
、
次
の
世

代
に
バ
ト
ン
を
渡
せ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

お
お
ぐ
ち
歴
史
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
は
、

ガ
イ
ド
の
範
囲
を
広
げ
る
た
め
毎
月
勉
強

会
を
開
い
て
い
ま
す
。
現
在
新
し
く
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
が
あ
る

方
は
ぜ
ひ
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。
ガ
イ

ド
は
八
剱
社
や
小
口
城
址
周
辺
な
ど
、
大

口
町
の
歴
史
的
な
ス
ポ
ッ
ト
を
無
料
で
案

内
し
て
く
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
生
涯
学

習
課
（
蘂
95
ー

３
１
５
５
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▲ガイドをする大森さん

▲おおぐち歴史ガイドの皆さん

▲昨年の金助桜まつり

▲地域の方に食文化（箱ずし）を教わる
　　大口中学校の生徒（昨年9月）　

歴史ガイド
募集中


